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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＨＤＭＩデータを送信するソース機器と、ソース機器から送信されたＨＤＭＩデータを
受信する受信機器とを備え、
　該ソース機器が、
　高密度音声モードにおいて、映像データ領域の上位ｍビットに映像データを含み、本来
映像データが含まれるべき映像データ領域の下位ｎビットに音声データを含むＨＤＭＩデ
ータを生成し、通常モードにおいて、映像データ領域に映像データを含み、ブランキング
期間に音声データを含むＨＤＭＩデータを生成し、映像データ領域の上位ｍビットに含め
るデータが入力される第１入力部と、映像データ領域の下位ｎビットに含めるデータが入
力される第２入力部と、ブランキング期間に含めるデータが入力される第３入力部を有す
るＨＤＭＩデータ生成手段と、
　該ＨＤＭＩデータ生成手段が生成したＨＤＭＩデータを該受信機器に送信する送信手段
と、
　高密度音声モードにおいて音声データが該第２入力部に供給されるように切り換えられ
、通常モードにおいて音声データが該第３入力部に供給されるように切り換えられる第１
の切換手段と、を有し、
　該受信機器が、
　該ソース機器から送信されたＨＤＭＩデータを受信する受信手段と、
　高密度音声モードにおいて、該受信したＨＤＭＩデータの映像データ領域の上位ｍビッ
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トに含まれる映像データから元の映像データを生成し、ＨＤＭＩデータの映像データ領域
の下位ｎビットに含まれる音声データから元の音声データを生成し、通常モードにおいて
、映像データ領域に含まれる映像データから元の映像データを生成し、ブランキング期間
に含まれる音声データから元の音声データを生成し、映像データ領域の上位ｍビットに含
まれているデータが出力される第１出力部と、映像データ領域の下位ｎビットに含まれて
いるデータが出力される第２出力部と、ブランキング期間に含まれているデータが出力さ
れる第３出力部とを有するデータ生成手段と、
　高密度音声モードにおいて該第２出力部から出力される音声データが音声処理手段に供
給されるように切り換えられ、通常モードにおいて該第３出力部から出力される音声デー
タが該音声処理手段に供給されるように切り換えられる第２の切換手段と、を有する、デ
ータ送受信システム。
【請求項２】
　前記ソース機器が、
　高密度音声モードに対応した特定機器であるか否かを示すソース機器情報を記憶するた
めのソース機器情報記憶手段と、
　該ソース機器情報を前記受信機器に送信するソース機器情報送信手段と、
　該受信機器から受信機器情報を読み出す読出手段と、
　読み出した該受信機器情報に基づいて、該受信機器が特定機器である場合高密度音声モ
ードに対応するように前記第１の切換手段を制御し、該受信機器が特定機器でない場合通
常モードに対応するように該第１の切換手段を制御する第１の制御手段とをさらに有し、
　前記受信機器が、
　高密度音声モードに対応した特定機器であるか否かを示す受信機器情報を記憶するため
の受信機器情報記憶手段と、
　該ソース機器から該ソース機器情報を受信するソース機器情報受信手段と、
　受信した該ソース機器情報に基づいて、該ソース機器が特定機器である場合高密度音声
モードに対応するように前記第２の切換手段を制御し、該受信機器が特定機器でない場合
通常モードに対応するように該第２の切換手段を制御する第２の制御手段とをさらに有す
る、請求項１に記載のデータ送受信システム。
【請求項３】
　前記ソース機器が、
　ユーザ操作に基づいて高密度音声モード又は通常モードに設定可能なモード設定手段を
さらに有し、
　該モード設定手段が高密度音声モードに設定されている場合、前記ソース機器情報送信
手段が、高密度音声モードに対応した特定機器である旨のソース機器情報を前記受信機器
に送信し、
　該モード設定手段が通常モードに設定されている場合、前記ソース機器情報送信手段が
、高密度音声モードに対応した特定機器でない旨のソース機器情報を前記受信機器に送信
し、かつ、前記第１の制御手段が、前記受信機器情報に関係なく、通常モードに対応する
ように前記第１の切換手段を制御する、請求項２に記載のデータ送受信システム。
【請求項４】
　前記受信機器が、
　ユーザ操作に基づいて高密度音声モード又は通常モードに設定可能なモード設定手段を
さらに有し、
　該モード設定手段が高密度音声モードに設定されている場合、前記受信機器情報記憶手
段に、高密度音声モードに対応した特定機器である旨の受信機器情報が記憶され、
　該モード設定手段が通常モードに設定されている場合、前記受信機器情報記憶手段に、
高密度音声モードに対応した特定機器でない旨の受信機器情報が記憶される、請求項２に
記載のデータ送受信システム。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかに記載のデータ送受信システムにおける前記ソース機器。
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【請求項６】
　請求項１～４のいずれかに記載のデータ送受信システムにおける前記受信機器。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＨＤＭＩデータを送信するソース機器とＨＤＭＩデータを受信する受信機器
（シンク機器又はリピータ機器）とを備えるデータ送受信システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＨＤＭＩ規格に準拠したソース機器（ＤＶＤプレーヤ）と、リピータ機器（ＡＶアンプ
）又はシンク機器（ディスプレイ装置）との間で、ソース機器から出力されるＨＤＭＩデ
ータのブランキング期間に音声データを含めることにより、１本のＨＤＭＩケーブルによ
って映像データ及び音声データの両方をリピータ機器又はシンク機器に送信することがで
きる（下記特許文献１）。
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－５７７１４号公報　　［先行出願１］特願２００６－２８
６６１２
【０００４】
　しかし、映像データの隙間であるブランキング期間に音声データを送信するので、映像
データの解像度が低い場合には、高密度の音声データを送信することができない。例えば
、４８０ｐのようにピクセルクロックが２７ＭＨｚの場合は、４８ＫＨｚ×２４ｂｉｔ×
８ｃｈのＰＣＭ音声データまでしか送信することができない。
【０００５】
　この問題を解決するために、７２０×４８０の解像度の映像データであっても、同じピ
クセルの映像データを２個繰り返し、その結果１４４０×４８０ピクセルにすることによ
って、ピクセルクロックを２倍にして９６ＫＨｚ×２４ｂｉｔ×８ｃｈの音声データを送
信するようにしている。同様に、ピクセルクロックを４倍にすれば、１９２ＫＨｚ×２４
ｂｉｔ×８ｃｈの音声データを送信することができる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、一般に９６ＫＨｚ×２４ｂｉｔ×８ｃｈのような高密度音声データを持ったソ
ースとしてはＤＶＤオーディオが挙げられるが、ＤＶＤオーディオは映像データを含まな
いか、又は映像データを含んでいても重要なものではなく、映像データの送信を必要とし
ない。すなわち、高密度音声データを送信するためだけに映像データのピクセルクロック
の周波数を上げることは無駄であり、その上、音声データに対するノイズの増加や消費電
力の増加等の問題が生じる。また、上記の送信方法では、より高いサンプリングレートや
大きいビット数、多いチャンネル数の音声データを送信するにも限界がある。また、上記
先行出願１は、ＨＤＭＩデータの映像データ領域に音声データを含めて送信することを記
載するが、この方法では高密度の音声データを送信できるものの映像データを送信できな
くなる。
【０００７】
　本発明の目的は、映像データのピクセルクロックを上げることなく、高密度の音声デー
タをソース機器から受信機器（シンク機器又はリピータ機器）に送信できるデータ送受信
システムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の好ましい実施形態によるデータ送受信システムは、ＨＤＭＩデータを送信する
ソース機器と、ソース機器から送信されたＨＤＭＩデータを受信する受信機器とを備える
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。該ソース機器は、映像データ領域の上位ｍビットに映像データを含み、映像データ領域
の下位ｎビットに音声データを含むＨＤＭＩデータを生成するＨＤＭＩデータ生成手段と
、該ＨＤＭＩデータ生成手段が生成したＨＤＭＩデータを該受信機器に送信する送信手段
とを有する。該受信機器は、該ソース機器から送信されたＨＤＭＩデータを受信する受信
手段と、該受信したＨＤＭＩデータの映像データ領域の上位ｍビットに含まれる映像デー
タから元の映像データを生成し、ＨＤＭＩデータの映像データ領域の下位ｎビットに含ま
れる音声データから元の音声データを生成するデータ生成手段とを有する。
【０００９】
　ＨＤＭＩデータのブランキング期間ではなく映像データ領域の下位ｎビットに音声デー
タを含めて送信することにより、映像データのピクセルクロックを上げることなく、高密
度の音声データを受信機器（シンク機器又はリピータ機器）に送信することができる。映
像データ領域の下位ｎビットには本来映像データが含まれるべきであるので、非常にサイ
ズの大きいデータを送信できるからである。また、映像データ領域の上位ｍビットに映像
データを含めて送信するので、映像データも併せて送受信することができる。さらに、上
位ｍビットではなく、下位ｎビットに音声データを含めることにより、受信機器が下位ｎ
ビットの音声データを誤って映像データとして処理してしまっても、表示される映像に生
じるノイズを、上位ｍビットに音声データを含める場合に比べて低減することができる。
下位ビットのデータの方が上位ビットのデータよりもデータ量が小さいからである。
【００１０】
　本発明の好ましい実施形態によるデータ送受信システムは、ＨＤＭＩデータを送信する
ソース機器と、ソース機器から送信されたＨＤＭＩデータを受信する受信機器とを備える
。該ソース機器は、高密度音声モードにおいて、映像データ領域の上位ｍビットに映像デ
ータを含み、映像データ領域の下位ｎビットに音声データを含むＨＤＭＩデータを生成し
、通常モードにおいて、映像データ領域の上位ｍビットに映像データを含み、ブランキン
グ期間に音声データを含むＨＤＭＩデータを生成するＨＤＭＩデータ生成手段と、該ＨＤ
ＭＩデータ生成手段が生成したＨＤＭＩデータを該受信機器に送信する送信手段とを有す
る。該受信機器は、　該ソース機器から送信されたＨＤＭＩデータを受信する受信手段と
、高密度音声モードにおいて、該受信したＨＤＭＩデータの映像データ領域の上位ｍビッ
トに含まれる映像データから元の映像データを生成し、ＨＤＭＩデータの映像データ領域
の下位ｎビットに含まれる音声データから元の音声データを生成し、通常モードにおいて
、映像データ領域の上位ｍビットに含まれる映像データから元の映像データを生成し、ブ
ランキング期間に含まれる音声データから元の音声データを生成するデータ生成手段とを
有する。
【００１１】
　好ましくは、前記ＨＤＭＩデータ生成手段は、映像データ領域の上位ｍビットに含める
データが入力される第１入力部と、映像データ領域の下位ｎビットに含めるデータが入力
される第２入力部と、ブランキング期間に含めるデータが入力される第３入力部とを有す
る。前記データ生成手段は、映像データ領域の上位ｍビットに含まれているデータが出力
される第１出力部と、映像データ領域の下位ｎビットに含まれているデータが出力される
第２出力部と、ブランキング期間に含まれているデータが出力される第３出力部とを有す
る。前記ソース機器は、高密度音声モードにおいて音声データが該第２入力部に供給され
るように切り換えられ、通常モードにおいて音声データが該第３入力部に供給されるよう
に切り換えられる第１の切換手段をさらに有する。前記受信機器は、高密度音声モードに
おいて該第２出力部から出力される音声データが音声処理手段に供給されるように切り換
えられ、通常モードにおいて該第３出力部から出力される音声データが該音声処理手段に
供給されるように切り換えられる第２の切換手段をさらに有する。
【００１２】
　好ましくは、前記ソース機器は、高密度音声モードに対応した特定機器であるか否かを
示すソース機器情報を記憶するためのソース機器情報記憶手段と、該ソース機器情報を前
記受信機器に送信するソース機器情報送信手段と、該受信機器から受信機器情報を読み出
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す読出手段と、読み出した該受信機器情報に基づいて、該受信機器が特定機器である場合
高密度音声モードに対応するように前記第１の切換手段を制御し、該受信機器が特定機器
でない場合通常モードに対応するように該第１の切換手段を制御する第１の制御手段とを
さらに有する。前記受信機器は、高密度音声モードに対応した特定機器であるか否かを示
す受信機器情報を記憶するための受信機器情報記憶手段と、該ソース機器から該ソース機
器情報を受信するソース機器情報受信手段と、受信した該ソース機器情報に基づいて、該
ソース機器が特定機器である場合高密度音声モードに対応するように前記第２の切換手段
を制御し、該受信機器が特定機器でない場合通常モードに対応するように該第２の切換手
段を制御する第２の制御手段とをさらに有する。
【００１３】
　ソース機器及び受信機器が互いに特定機器であるか否かを認識しあい、特定機器である
ことを認識した場合に、ソース機器及び受信機器は、高密度音声モードで音声データを含
むＨＤＭＩデータを送受信する。一方が特定機器でない場合は、通常モードで音声データ
及び映像データを含むＨＤＭＩデータが送受信される。受信機器が特定機器でない場合に
高密度音声モードでＨＤＭＩデータを送信すると、受信機器が映像データ領域の下位ｎビ
ットに音声データを含むＨＤＭＩデータを受信して、下位ｎビットの音声データを映像デ
ータと誤って処理し映像にノイズが発生し、さらに音声を再生できないという問題が生じ
るが、本例ではそのような問題を解決できる。
【００１４】
　また、ソース機器が特定機器でない場合に受信機器が高密度音声モードに切り換えられ
ると、受信機器は映像データ領域の下位ｎビットに含まれる映像データを音声データと誤
って処理し、スピーカーからノイズが発生し、さらに音声が再生されないという問題が生
じるが、本例ではそのような問題を解決できる。
【００１５】
　好ましくは、前記ソース機器は、ユーザ操作に基づいて高密度音声モード又は通常モー
ドに設定可能なモード設定手段をさらに有し、該モード設定手段が高密度音声モードに設
定されている場合、前記ソース機器情報送信手段が、高密度音声モードに対応した特定機
器である旨のソース機器情報を前記受信機器に送信し、　該モード設定手段が通常モード
に設定されている場合、前記ソース機器情報送信手段が、高密度音声モードに対応した特
定機器でない旨のソース機器情報を前記受信機器に送信し、かつ、前記第１の制御手段が
、前記受信機器情報に関係なく、通常モードに対応するように前記第１の切換手段を制御
する。
【００１６】
　好ましくは、前記受信機器が、ユーザ操作に基づいて高密度音声モード又は通常モード
に設定可能なモード設定手段をさらに有し、該モード設定手段が高密度音声モードに設定
されている場合、前記受信機器情報記憶手段に、高密度音声モードに対応した特定機器で
ある旨の受信機器情報が記憶され、該モード設定手段が通常モードに設定されている場合
、前記受信機器情報記憶手段に、高密度音声モードに対応した特定機器でない旨の受信機
器情報が記憶される。
【００１７】
　この場合、高密度音声モードで音声データを含むＨＤＭＩデータを送受信するか否かを
ユーザ操作によって設定することができる。　
【発明の効果】
【００１８】
　ＨＤＭＩデータのブランキング期間ではなく映像データ領域の下位ｎビットに音声デー
タを含めて送信するので、映像データのピクセルクロックを上げることなく、高密度の音
声データを受信機器（シンク機器又はリピータ機器）に送信することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、本発明の好ましい実施形態によるデータ送受信システムについて、図面を参照し
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て具体的に説明するが、本発明はこれらの実施形態には限定されない。データ送受信シス
テムは、ソース機器であるＤＶＤプレーヤ１０及びシンク機器であるディスプレイ装置２
０を備える。これらはＨＤＭＩ規格１．３に準拠している。ＨＤＭＩ規格１．３では、従
来のＲＧＢ各色ｍビットに加えてDeep Colorのｎビットが追加されたことによりＲＧＢ各
色最大ｍ＋ｎビット、すなわち３色合計で３×（ｍ＋ｎ）ビットで映像データを送受信す
ることができるものである。ＨＤＭＩ規格１．３では、代表的には、ｍ＝８であり、ｎは
２、４、又は８のいずれかである（本来は、ディスプレイ装置２０のＥＤＩＤに対応して
いるDeep Colorのビット数が含まれているので、それを参照してＤＶＤプレーヤ１０がDe
ep Colorのビット数を決定するが、本例ではｎ＝８の場合を例に説明する）。なお、シン
ク機器に代えてリピータ機器であるＡＶアンプが採用されてもよい。
【００２０】
　ＤＶＤプレーヤ１０及びディスプレイ装置２０は、ＨＤＭＩデータの送受信方法として
通常モードと、高密度音声モードとを有する。通常モードは、ＨＤＭＩデータの映像デー
タ領域の上位ｍビットに映像データを含み、ＨＤＭＩデータのブランキング期間（垂直ブ
ランキング期間、水平ブランキング期間）に音声データを含むＨＤＭＩデータを送受信す
るモードである。この場合、映像データ領域の下位ｎビット（Deep Color）は伝送されな
い。高密度音声モードは、ＨＤＭＩデータの映像データ領域の上位ｍビットに映像データ
を含み、映像データ領域の下位ｎビット（Deep Color）に音声データを含むＨＤＭＩデー
タを送受信するモードである。この場合、ブランキング期間は使用されない。つまり、高
密度音声モードは、Deep Colorによって追加された映像データ領域のビットを音声データ
の送信に使用するモードである。
【００２１】
［ＤＶＤプレーヤの構成］
　図１は、ＤＶＤプレーヤ１０の概略構成を示すブロック図である。ＤＶＤプレーヤ１０
は、再生部１１と、音声切換部１２と、ＨＤＭＩ送信部１３と、制御部１４と、メモリ１
５と、コネクタ部１６とを備える。
【００２２】
　再生部１１は、ディスク（例えば、ＤＶＤオーディオディスク、ＤＶＤビデオディスク
等）に記録されている音声データをディスクから読み出して、デコードし、音声切換部１
２に供給する。また、再生部１１は、ディスクに記録されている映像データをディスクか
ら読み出して、デコードして、ＨＤＭＩ送信部１３に供給する。再生部１１は、図示しな
い光ピックアップ、サーボ回路、ＭＰＥＧデコーダ等を含む。
【００２３】
　音声切換部１２は、制御部１４からの指示に基づいて、通常モード又は高密度音声モー
ドに対応するように切り換えられる。つまり、通常モードでは、音声切換部１２は、再生
部１１からの映像データを経路Ｆ１を介してＨＤＭＩ送信部１３に供給し、かつ、再生部
１１からの音声データを経路Ｆ３を介してＨＤＭＩ送信部１３に供給する。また、高密度
音声モードでは、再生部１１からの映像データを経路Ｆ１を介してＨＤＭＩ送信部１３に
供給し、再生部１１からの音声データを経路Ｆ２を介してＨＤＭＩ送信部１３に供給する
。
【００２４】
　詳細には、音声切換部１２は、スイッチ１２Ａ、及びＦＩＦＯバッファ１２Ｃを有する
。スイッチ１２Ａは、再生部１１から音声データが入力され、入力された音声データのＦ
ＩＦＯバッファ１２Ｃへの出力（出力Ａ１）と、経路Ｆ３を介するＨＤＭＩ送信部１３へ
の出力（出力Ａ２）とを切り換える。ＦＩＦＯバッファ１２Ｃは、スイッチ１２Ａから供
給された音声データを一定量蓄積した後、先頭の音声データから順番にＨＤＭＩ送信部１
３に出力する。ＦＩＦＯバッファ１２Ｃは、ＨＤＭＩデータの映像データ領域の下位８ビ
ット分の音声データを蓄積して出力することで、ＨＤＭＩデータに含まれる音声データが
途中で途切れないようにする作用を有する。
【００２５】
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　すなわち、通常モードでは、スイッチ１２Ａが出力Ａ２を選択し、高密度音声モードで
は、スイッチ１２Ａが出力Ａ１を選択する。
【００２６】
　ＨＤＭＩ送信部１３は、スイッチ１２Ａに接続された音声データ入力端子１３Ａと、再
生部１１に接続された映像データ入力端子１３Ｂと、コネクタ部１６に接続されたＨＤＭ
Ｉ出力端子１３Ｃと、ＦＩＦＯバッファ１２Ｃに接続された音声データ入力端子１３Ｄと
を有する。ＨＤＭＩ送信部１３は、映像データ入力端子１３Ｂに入力された映像データを
映像データ領域の上位８ビットに含み、音声データ入力端子１３Ｄに入力された音声デー
タを映像データ領域の下位８ビットに含むＨＤＭＩデータを生成する。すなわち、音声デ
ータがDeep Colorとして扱われる。又は、ＨＤＭＩ送信部１３は、映像データ入力端子１
３Ｂに入力された映像データを映像データ領域の上位８ビットに含み、音声データ入力端
子１３Ａに入力された音声データをブランキング期間に含むＨＤＭＩデータを生成する。
【００２７】
　詳細には、ＨＤＭＩ送信部１３は、通常モードの時には、再生部１１から映像データ入
力端子１３Ｂに供給された映像データ、及び、スイッチ１２Ａから音声データ入力端子１
３Ａに供給された音声データをＨＤＭＩデータに変換し、ＨＤＭＩ出力端子１３Ｃからコ
ネクタ部１６に出力する。つまり、ＨＤＭＩ送信部１３は、図２（ａ）に示すように、映
像データ領域の上位８ビットに映像データを含み、ブランキング期間に音声データを含む
ＨＤＭＩデータを生成し、出力する。
【００２８】
　また、ＨＤＭＩ送信部１３は、高密度音声モードの時には、再生部１１から映像データ
入力端子１３Ｂに供給された映像データ、及び、ＦＩＦＯバッファ１２Ｃから音声データ
入力端子１３Ｄに入力された音声データをＨＤＭＩデータに変換して（なお、音声データ
入力端子１３Ａにはデータが入力されない）、ＨＤＭＩ出力端子１３Ｃからコネクタ部１
６に出力する。つまり、ＨＤＭＩ送信部１３は、図２（ｂ）に示すように、映像データ領
域の上位８ビットに音声データを含み、映像データ領域の下位８ビットに音声データをDe
ep Colorとして含むＨＤＭＩデータを生成し、出力する。
【００２９】
　コネクタ部１６は、ＨＤＭＩケーブル（図示しないＨＤＭＩデータを送受信するＴＭＤ
Ｓライン、及び、ホットプラグラインを含む）を介して、ディスプレイ装置２０のコネク
タ部２７に接続される。
【００３０】
　制御部１４は、メモリ１５に記憶されたプログラムに基づいて、再生部１１、音声切換
部１２、ＨＤＭＩ送信部１３、メモリ１５等を制御するものであり、例えば、マイクロコ
ンピュータである。
【００３１】
　制御部１４は、図示しないＣＥＣラインを介してディスプレイ装置２０の制御部２３に
接続され、制御部２３とコマンドおよび／またはデータを送受信する。また、制御部１４
は、ＤＤＣラインを介して、ディスプレイ装置２０のＰＲＯＭ２４に接続され、ＰＲＯＭ
２４に記憶されたＥＤＩＤを読み出し、ＥＤＩＤに含まれるシンク機器特定情報（本例で
は、Manufacturer Name、及びProduct Code）を読み出す。制御部１４は、読み出したMan
ufacturer Name、及びProduct Codeを参照して、接続されているディスプレイ装置２０が
特定機器であるか否かを判断し、特定機器であれば高密度音声モードになるように各部を
制御し、特定機器でなければ通常モードになるように各部を制御する。ここで、特定機器
とは高密度音声モードに対応した機器（又は、高密音声モードに設定された機器）のこと
をいい、図１又は図４の構成を有し、かつ、後述するフローチャートの処理を実行できる
機器である。
【００３２】
　好ましくは、高密度音声モード又は通常モードはユーザ操作によって設定することがで
きる。この場合、制御部１４は、ユーザによって高密度音声モードが設定されているか否
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かを判断する。例えば、メモリ１５にはモード設定フラグが記憶されており、ユーザが高
密度音声モードに設定したときフラグが１に設定され、通常モードに設定したときフラグ
が０に設定される。従って、制御部１４はモード設定フラグを参照して、高密度音声モー
ドが設定されており、かつ、ディスプレイ装置２０が特定機器の場合に、高密度音声モー
ドで音声データを含むＨＤＭＩデータをディスプレイ装置２０に送信するよう制御する。
【００３３】
　メモリ１５には図３に示すＳＰＤインフォフレームが格納されている。ＳＰＤインフォ
フレームは、ソース機器の詳細を示す情報（ソース機器特定情報）であり、ディスプレイ
装置２０に送信されて、ディスプレイ装置２０によってＤＶＤプレーヤ１０が特定機器で
あるか、及び／又は、高密度音声モードが設定されているか否かを判断するために使用さ
れる。ＳＰＤインフォフレームは、Vendor Name（以下、ＶＮという）及びProduct
Description Character（以下、ＰＤという）１～１６を含む。制御部１４は、ディスプ
レイ装置２０を高密度音声モードに設定させる場合に、ＳＰＤインフォフレームのＶＮを
所定の名称に設定し、ＰＤ１６をＤＶＤプレーヤ１０が特定機器であることを示す７Ｅ（
１６進数）に設定する。一方、制御部１４は、ディスプレイ装置２０を通常モードに設定
させる場合に、ＰＤ１６をＤＶＤプレーヤ１０が特定機器でないことを示す００（１６進
数）に設定する。なお、特定機器でない従来のＤＶＤプレーヤは、ＶＮが所定の名称でな
い、及び／又は、ＰＤ１６が００である。
【００３４】
［ディスプレイ装置の構成］
　図４は、ディスプレイ装置２０の概略構成を示すブロック図である。ディスプレイ装置
２０は、ＨＤＭＩ受信部２１と、音声切換部２２と、制御部２３と、メモリ（例えば、Ｅ
ＤＩＤ
ＰＲＯＭを含む、以下、ＰＲＯＭという）２４と、映像処理部２５と、音声処理部２６と
、コネクタ部２７とを有する。
【００３５】
　ＨＤＭＩ受信部２１は、ＤＶＤプレーヤ１０のＨＤＭＩ送信部１３から送信されたＨＤ
ＭＩデータを受信する。ＨＤＭＩ受信部２１は、ＨＤＭＩ入力端子２１Ａと、音声データ
出力端子２１Ｂ、２１Ｄと、映像データ出力端子２１Ｃとを有する。ＨＤＭＩ受信部２１
は、ＨＤＭＩデータの映像データ領域の上位８ビットに含まれている映像データを映像デ
ータ出力端子２１Ｃから出力し、映像データ領域の下位８ビットに含まれている音声デー
タを音声データ出力端子２１Ｄから出力し、ブランキング期間に含まれている音声データ
を音声データ出力端子２１Ｂから出力する。
【００３６】
　すなわち、通常モードの場合には、ＨＤＭＩ受信部２１は、図２（ａ）に示すＨＤＭＩ
データの映像データ領域の上位８ビットに含まれる映像データから元の映像データを生成
し、映像データ出力端子２１Ｃから映像処理部２５に映像データを供給する。ＨＤＭＩ受
信部２１は、図２（ａ）に示すＨＤＭＩデータのブランキング期間に含まれる音声データ
から元の音声データを生成し、音声データ出力端子２１Ｂから音声切換部２２のスイッチ
２２Ａに供給する。
【００３７】
　高密度音声モードの場合には、ＨＤＭＩ受信部２１は、図２（ｂ）に示すＨＤＭＩデー
タの映像データ領域の上位８ビットに含まれる映像データから元の映像データを生成し、
映像データ出力端子２１Ｃから映像処理部２５に供給する。ＨＤＭＩ受信部２１は、図２
（ｂ）に示すＨＤＭＩデータの映像データ領域の下位８ビットに含まれる音声データから
元の音声データを生成し、音声データ出力端子２１Ｄから音声切換部２２のＦＩＦＯバッ
ファ２２Ｃに供給する。ＨＤＭＩ受信部２１は、図２（ｂ）のＨＤＭＩデータのブランキ
ング期間にはデータが含まれないので、音声データ出力端子２１Ｂからは何も出力しない
。
【００３８】
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　音声切換部２２は、制御部２３からの指示に基づいて、通常モード又は高密度音声モー
ドに対応するように切り換えられる。つまり、通常モードでは、音声切換部２２は、ＨＤ
ＭＩ受信部２１の音声データ出力端子２１Ｂから入力される音声データを音声処理部２６
に供給する。一方、高密度音声モードでは、ＨＤＭＩ受信部２１の音声データ出力端子２
１Ｄから入力される音声データを音声処理部２６に供給する。
【００３９】
　詳細には、音声切換部２２は、スイッチ２２Ａ及びＦＩＦＯバッファ２２Ｃを有する。
ＦＩＦＯバッファ２２Ｃは、ＨＤＭＩ受信部２１から入力された音声データを一定量蓄積
したあと、先頭の音声データから順番にスイッチ２２Ａに出力する。スイッチ２２Ａは、
ＨＤＭＩ受信部２１の音声データ出力端子２１Ｂから入力される音声データ（入力Ｂ１）
と、ＦＩＦＯバッファ２２Ｃから入力される音声データ（入力Ｂ２）とを切り換える。
【００４０】
　すなわち、通常モードの時にスイッチ２２Ａが入力Ｂ１を選択し、高密度音声モードの
時にスイッチ２２Ａが入力Ｂ２を選択する。
【００４１】
　制御部２３は、ＨＤＭＩ受信部２１、音声切換部２２、ＰＲＯＭ２４、映像処理部２５
、音声処理部２６等を制御するものであり、例えば、マイクロコンピュータである。制御
部２３は、ＤＶＤプレーヤ１０からＳＰＤインフォフレーム（ソース機器特定情報）を受
信して、ＳＰＤインフォフレームに含まれるＶＮ及びＰＤ１６を読み出す。制御部１４は
、読み出したＶＮ及びＰＤ１６を参照して、接続されているＤＶＤプレーヤ１０が特定機
器であるか否かを判断し、特定機器であれば高密度音声モードになるように各部（音声切
換部２２等）を制御し、特定機器でなければ通常モードになるように各部を制御する。
【００４２】
　ＰＲＯＭ２４には、図５に示すＥＤＩＤが格納されている。ＥＤＩＤは、図示しないＤ
ＤＣラインを介して、ＤＶＤプレーヤ１０の制御部１４によって読み出される。ＥＤＩＤ
は、シンク機器特定情報（例えば、Manufacturer Name、Product Code、Serial Number等
）を含む。高密度音声モードに設定する場合、制御部２３は、ＤＶＤプレーヤ１０に自身
が特定機器であることを知らせるために、Manufacturer Nameを所定の名称に、Product
Codeの最上位２ビットを０１に設定する。一方、特定機器でない従来のディスプレイ装置
は、Manufacturer Nameが所定の名称でない、及び／又は、Product
Codeの最上位２ビットが００である。
【００４３】
　映像処理部２５は、ＨＤＭＩ受信部２１から供給された映像データにデコード処理等を
実行し、ＬＣＤ等に映像を表示する。
【００４４】
　音声処理部２６は、音声切換部２２のスイッチ２２Ａから供給された音声データに、信
号処理、増幅処理、Ｄ／Ａ変換等の処理を実行し、外部に接続された図示しないスピーカ
ーに音声信号を供給する。
【００４５】
　コネクタ部２７は、ＨＤＭＩケーブル（図示しないＨＤＭＩデータを送受信するＴＭＤ
Ｓライン、及び、ホットプラグラインを含む）を介して、ＤＶＤプレーヤ１０のコネクタ
部に接続される。
【００４６】
　以下、本実施形態における動作を説明する。
　図６はＤＶＤプレーヤ１０の処理を示すフローチャートである。図７はディスプレイ装
置２０の処理を示すフローチャートである。
［高密度音声モードにおける処理］
　まず、ディスプレイ装置２０は、ＤＶＤプレーヤ１０にディスプレイ装置２０が特定機
器であることを知らせるために、ＥＤＩＤのManufacturer Nameを所定の名称に設定し、P
roduct
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Codeの最上位２ビットを０１に設定する（Ｓ２０１）。
【００４７】
　ＤＶＤプレーヤ１０は、ユーザ操作によって高密度音声モードが設定されているか否か
をモード設定フラグを参照して判断する（Ｓ１０１）。ここでは、高密度音声モードが設
定されていると判断されるので（Ｓ１０１：ＹＥＳ）、ＤＶＤプレーヤ１０は、ディスプ
レイ装置２０のＰＲＯＭ２４からＥＤＩＤを読み出す（Ｓ１０２）。続いて、ＤＶＤプレ
ーヤ１０は、読み出したＥＤＩＤに含まれているManufacturer Nameを読み出して、Manuf
acturer
Nameが所定の名称であるか否かを判断する（Ｓ１０３）。ここでは、Manufacturer Name
が所定の名称であるので（Ｓ１０３：ＹＥＳ）、ＤＶＤプレーヤ１０は、ＥＤＩＤに含ま
れているProduct Codeの最上位２ビットが０１であるか否かを判断する（Ｓ１０４）。こ
こでは、Product Codeの最上位２ビットが０１であるので（Ｓ１０４：ＹＥＳ）、ＤＶＤ
プレーヤ１０は、ＳＰＤインフォフレームのＶＮを所定の名称に設定し、ＰＤ１６を１６
進数における７Ｅに設定する（Ｓ１０５）。ディスプレイ装置２０に自身が高密度音声モ
ードに対応した特定機器であり、かつ、高密度音声モードに設定されていることを知らせ
るためである。ＤＶＤプレーヤ１０は、設定したＳＰＤインフォフレームを、ＨＤＭＩケ
ーブルを介して（すなわち、ＨＤＭＩデータの中にＳＰＤインフォフレームを含めて）デ
ィスプレイ装置２０に送信する（Ｓ１０５）。
【００４８】
　その後、ＤＶＤプレーヤ１０は、高密度音声モードで音声データをディスプレイ装置２
０に送信する（Ｓ１０６）。具体的には、音声切換部１２において、スイッチ１２Ａは出
力Ａ１に切り換えられる。再生部１１によって読み出された音声データはスイッチ１２Ａ
、及びＦＩＦＯバッファ１２Ｃを介して、ＨＤＭＩ送信部１３に供給される。ＨＤＭＩ送
信部１３は、映像データ入力端子１３Ｂに入力される映像データを映像データ領域の上位
８ビットに含み、音声データ入力端子１３Ｄに入力される音声データを映像データ領域の
下位８ビット（Deep Color）に含むＨＤＭＩデータを生成し、コネクタ部１６を介してデ
ィスプレイ装置２０に送信する。
【００４９】
　一方、ディスプレイ装置２０は、ＤＶＤプレーヤ１０から送信されたＳＰＤインフォフ
レームを受信する（Ｓ２０２）。ディスプレイ装置２０は、受信したＳＰＤインフォフレ
ームを参照してＤＶＤプレーヤ１０が特定機器であり、かつ、高密度音声モードに設定さ
れているか否かを判断する。具体的には、ＳＰＤインフォフレームに含まれるＶＮが所定
の名称であるか否かを判断する（Ｓ２０３）。ここでは、ＶＮが所定の名称であるので（
Ｓ２０３：ＹＥＳ）、ディスプレイ装置２０は、ＰＤ１６が７Ｅであるか否かを判断する
（Ｓ２０４）。ここでは、ＰＤ１６が７Ｅであるので（Ｓ２０４：ＹＥＳ）、ＤＶＤプレ
ーヤ１０は特定機器であり、かつ、高密度音声モードに設定されていると判断される。従
って、ディスプレイ装置２０は、高密度音声モードでＨＤＭＩデータをＤＶＤプレーヤ１
０から受信する（Ｓ２０５）。具体的には、音声切換部２２において、スイッチ２２Ａが
入力Ｂ２に切り換えられる。ＨＤＭＩ受信部２１は、ＨＤＭＩデータの映像データ領域の
上位８ビットに含まれる映像データを映像データ出力端子２１Ｃから映像処理部２５に出
力する。また、ＨＤＭＩ受信部２１は、ＨＤＭＩデータの映像データ領域の下位８ビット
に含まれる音声データを音声データ出力端子２１ＤからＦＩＦＯバッファ２２Ｃに出力す
る。その結果、音声データは、ＦＩＦＯバッファ２２Ｃ及びスイッチ２２Ａを経由して、
音声処理部２６に供給される。
【００５０】
　以上のように、ＤＶＤプレーヤ１０及びディスプレイ装置２０が相互に特定機器である
と認識した場合には、音声データをＨＤＭＩデータの映像データ領域の下位８ビット（De
ep Color）に含めて送受信する。
【００５１】
［ＤＶＤプレーヤ１０において通常モードに設定されている場合］
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　次に、ユーザ操作によって通常モードに設定されている場合を説明する。ＤＶＤプレー
ヤ１０は、Ｓ１０１において、高密度音声モードが設定されていないと判断するので（Ｓ
１０１：ＮＯ）、ＳＰＤインフォフレームのＶＮを所定の名称に設定し、かつ、ＰＤ１６
を００に設定する（Ｓ１０７）。ディスプレイ装置２０に、高密度音声モードに設定され
ていないことを知らせるためである。続いて、ＤＶＤプレーヤ１０は、通常モードで音声
データ及び映像データを含むＨＤＭＩデータをディスプレイ装置２０に送信する（Ｓ１０
８）。具体的には、スイッチ１２Ａが出力Ａ２に切り換えられる。ＨＤＭＩ送信部１３は
、映像データ領域の上位８ビットに映像データを含み、ブランキング期間に音声データを
含むＨＤＭＩデータを生成して、ディスプレイ装置２０に送信する。
【００５２】
　ディスプレイ装置２０は、Ｓ２０４において、ＰＤ１６が７Ｅではないと判断する（Ｓ
２０４：ＮＯ）。その結果、ＤＶＤプレーヤ１０が高密度音声モードに設定されていない
と判断されるので、制御部２３は通常モードになるように各部を制御する（Ｓ２０６）。
具体的には、スイッチ２２Ａが入力Ｂ１に切り換えられる。ＨＤＭＩ受信部２１で生成さ
れた映像データは、映像データ出力端子２１Ｃから映像処理部２５に供給される。ＨＤＭ
Ｉ受信部２１で生成された音声データは、音声データ出力端子２１Ｂからスイッチ２２Ａ
を介して音声処理部２６に供給される。なお、通常モードでは、映像データの下位８ビッ
トは使用されないので、音声データ出力端子２１Ｄからは何も出力されない。
【００５３】
　以上のように、ＤＶＤプレーヤ１０において通常モードが設定されている場合、高密度
音声モードではなく通常モードで音声データ及び映像データを含むＨＤＭＩデータを送受
信する。
【００５４】
［ディスプレイ装置２０が特定機器でない場合］
　ＤＶＤプレーヤ１０が特定機器であり、かつ、ユーザ操作によって高密度音声モードに
設定されていても、ディスプレイ装置２０が特定機器でなければ、ＤＶＤプレーヤ１０は
通常モードで音声データ及び映像データを含むＨＤＭＩデータをディスプレイ装置２０に
送信する。ディスプレイ装置が特定機器でない場合に高密度音声モードでＨＤＭＩデータ
を送信すると、ディスプレイ装置が映像データ領域の下位８ビットに音声データを含むＨ
ＤＭＩデータを受信して、下位８ビットの音声データを映像データと誤って処理し映像に
ノイズが発生し、さらに音声を再生できないという問題が生じるが、本例ではそのような
問題を解決できる。この場合、ディスプレイ装置は特定機器ではないので、ＥＤＩＤのMa
nufacturer Nameが所定の名称以外の名称に設定されている、又は、Product Codeの最上
位２ビットが００に設定されている。また、ディスプレイ装置２０は、特定機器ではない
ので図７の処理を実行しない。
【００５５】
　ＤＶＤプレーヤ１０は、ディスプレイ装置２０から読み出したＥＤＩＤに含まれるManu
facturer Nameが所定の名称ではないと判断する（Ｓ１０３：ＮＯ）、又は、Product Cod
eの最上位２ビットが０１ではないと判断する（Ｓ１０４：ＮＯ）。その結果、ＤＶＤプ
レーヤ１０は、通常モードで音声データ及び映像データを含むＨＤＭＩデータをディスプ
レイ装置２０に送信する（Ｓ１０８）。具体的には、スイッチ１２Ａが出力Ａ２に切り換
えられる。ＨＤＭＩ送信部１３は、映像データ領域の上位８ビットに映像データを含み、
ブランキング期間に音声データを含むＨＤＭＩデータを生成して、ディスプレイ装置２０
に送信する。
【００５６】
［ＤＶＤプレーヤ１０が特定機器でない場合］
　ディスプレイ装置２０が特定機器であっても、ＤＶＤプレーヤ１０が特定機器でなけれ
ば、ディスプレイ装置２０は通常モードで音声データ及び映像データを含むＨＤＭＩデー
タを受信する。ＤＶＤプレーヤが特定機器でない場合にディスプレイ装置２０が高密度音
声モードに切り換えられると、ディスプレイ装置２０は映像データ領域の下位８ビットに



(12) JP 5152455 B2 2013.2.27

10

20

30

40

50

含まれる映像データを音声データと誤って処理し、スピーカーからノイズが発生し、さら
に音声が再生されないという問題が生じるが、本例ではそのような問題を解決できる。Ｄ
ＶＤプレーヤ１０は特定機器でないので、ＳＰＤインフォフレームのＶＮが所定の名称以
外の名称に設定されている、又は、ＰＤ１６が７Ｅではなく００に設定されている。そし
て、ＤＶＤプレーヤ１０は、ＳＰＤインフォフレームをディスプレイ装置２０に送信する
。また、ＤＶＤプレーヤ１０は特定機器ではないので、図６の各処理を実行しない。
【００５７】
　ディスプレイ装置２０は、ＤＶＤプレーヤ１０から受信したＳＰＤインフォフレームに
含まれるＶＮが所定の名称でないと判断する（Ｓ２０３：ＮＯ）、又は、ＰＤ１６が７Ｅ
ではないと判断する（Ｓ２０４：ＮＯ）。その結果、ディスプレイ装置２０は、ＤＶＤプ
レーヤ１０が特定機器ではないと判断するので、通常モードでＨＤＭＩデータを受信する
（Ｓ２０６）。具体的には、スイッチ２２Ａが入力Ｂ１に切り換えられる。ＨＤＭＩ受信
部２１で生成された映像データは、映像データ出力端子２１Ｃから映像処理部２５に供給
される。ＨＤＭＩ受信部２１で生成された音声データは、音声データ出力端子２１Ｂから
スイッチ２２Ａを介して音声処理部２６に供給される。
【００５８】
　以上のように、ＤＶＤプレーヤ１０及びディスプレイ装置２０の少なくとも一方が特定
機器でない場合には、高密度音声モードではなく通常モードで音声データ及び映像データ
を含むＨＤＭＩデータを送受信する。
【００５９】
［他の実施形態］
　本例では、高密度音声モードのユーザ操作による設定がＤＶＤプレーヤ１０ではなく、
ディスプレイ装置２０で設定される。すなわち、ディスプレイ装置２０のメモリ２４内に
モード設定フラグが記憶されており、フラグが１にセットされると高密度音声モードに設
定され、フラグが０にリセットされると通常モードに設定される。本例のＤＶＤプレーヤ
１０の処理を図８に示し、図６と同一処理には同一符号を付し、説明を援用する。また、
本例のディスプレイ装置２０の処理を図９に示し、図７と同一処理には同一符号を付し、
説明を援用する。
【００６０】
　まず、高密度音声モードに設定されている場合を説明する。ディスプレイ装置２０は、
高密度音声モードが設定されているか否かを判断する（Ｓ２０７）。ここでは、高密音声
モードに設定されているので（Ｓ２０７：ＹＥＳ）、Ｓ２０１に進む。ディスプレイ装置
２０は、ＥＤＩＤに含まれるManufacturer Nameを所定の名称に設定し、かつ、Product
Codeの最上位２ビットを０１に設定する。一方、ＤＶＤプレーヤ１０では、図６の処理と
異なり、高密度音声モードに設定されているか否の判断処理がない。ＤＶＤプレーヤ１０
は、ＥＤＩＤに含まれるManufacturer Nameが所定の名称であり（Ｓ１０３：ＹＥＳ）、
かつ、Product Codeの最上位２ビットが０１であると判断し（Ｓ１０４：ＹＥＳ）、ＶＮ
を所定の名称に設定し、ＰＤ１６を７Ｅに設定してＳＰＤインフォフレームをディスプレ
イ装置２０に送信する（Ｓ１０５）。その後、ＤＶＤプレーヤ１０は、高密度音声モード
で音声データを含むＨＤＭＩデータをディスプレイ装置２０に送信する（Ｓ１０６）。デ
ィスプレイ装置２０は、Ｓ２０３及びＳ２０４でＹＥＳと判断し、高密度音声モードで音
声データを含むＨＤＭＩデータを受信する。
【００６１】
　一方、ユーザによって通常モードが設定されている場合（Ｓ２０７：ＮＯ）、ディスプ
レイ装置２０は、ＥＤＩＤのManufacturer Nameを所定の名称に設定し、Product
Codeの最上位２ビットを００に設定する。ＤＶＤプレーヤ１０は、Product Codeの最上位
２ビットが０1ではないと判断し（Ｓ１０４：ＮＯ）、ＳＰＤインフォフレームのＰＤ１
６を００に設定し、ＳＰＤインフォフレームをディスプレイ装置２０に送信する（Ｓ１０
９）。その後、ＤＶＤプレーヤ１０は、通常モードで音声データ及び映像データを含むＨ
ＤＭＩデータをディスプレイ装置２０に送信する（Ｓ１０８）。ディスプレイ装置２０は
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、Ｓ２０４でＰＤ１６が７Ｅではないと判断して（Ｓ２０４：ＮＯ）、通常モードで音声
データ及び映像データを含むＨＤＭＩデータを受信する（Ｓ２０６）。
【００６２】
　以上、本発明の好ましい実施形態を説明したが、本発明はこれらの実施形態には限定さ
れない。ＤＶＤプレーヤ１０とディスプレイ装置２０とを例に説明したが、ＤＶＤプレー
ヤとＡＶアンプ（リピータ機器）についても同様である。また、ユーザによって高密度音
声モードに設定されるのではなく、常時高密度音声モードであってもよい。この場合、図
６のＳ１０１、Ｓ１０７の処理、又は図９のＳ２０７、Ｓ２０８の処理が不要になる。ま
た、特定機器であること及び／又は高密度音声モードに設定されていることを認識するた
めに、ソース機器特定情報としてＶＮ及びＰＤを使ったがこれに限定されず他の情報でも
よい。また、ＶＮを使わずにＰＤだけを使ってもよい（この場合Ｓ２０３を省略）。また
、ＰＤ１６に限定されず、ＰＤ１～１６の任意の１又は複数のＰＤが使用されてもよい。
但し、特定機器であることを示す場合に複数のＰＤ１～１６を使用する際にも、製品名を
表すためにいくつかのＰＤ１～１６を使用する必要がある。同様に、受信機器特定情報と
して、Manufacturer Name及びProduct Codeを使用したがこれに限定されず他の情報でも
よい。Manufacturer Nameを使わずに（この場合Ｓ１０３を省略）Product Codeのみを使
っても良く、Product Codeの任意の１又は複数のビットが使用されてもよい。但し、特定
機器であることを示す場合にProduct
Codeの複数のビットを使用する際にも、製品名を表すためにいくつかのビットを使用する
必要がある。また、相互に特定機器であることを認識せずにＤＶＤプレーヤが高密度音声
モードでＨＤＭＩデータを送信してもよい（本発明では、映像データ領域の下位ビットに
音声データを含めるので、ディスプレイ装置が誤って音声データを映像データとして処理
しても映像へのノイズの混入は大きくないからである）。また、ＤＶＤプレーヤ、ＡＶア
ンプ、ディスプレイ装置の上記動作をコンピュータに実行させるためのプログラムおよび
これを記録した記録媒体という形態で提供されてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００６３】
　本発明は、ＨＤＭＩ規格に準拠したソース機器、シンク機器、及びリピータ機器に好適
に採用され得る。
【図面の簡単な説明】
【００６４】
【図１】本発明の好ましい実施形態によるＤＶＤプレーヤ１０の構成を示すブロック図で
ある。
【図２】本例のＨＤＭＩデータのデータ構造を示す図である。
【図３】ＳＰＤインフォフレームを示す図である。
【図４】本発明の好ましい実施形態によるディスプレイ装置２０の構成を示すブロック図
である。
【図５】ＥＤＩＤを示す図である。
【図６】ＤＶＤプレーヤ１０の処理を示すフローチャートである。
【図７】ＡＶアンプ２０の処理を示すフローチャートである。
【図８】ＤＶＤプレーヤ１０の処理を示すフローチャートである。
【図９】ＡＶアンプ２０の処理を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００６５】
　１０　　　　　　ＤＶＤプレーヤ
　１２　　　　　　音声切換部
　１３　　　　　　ＨＤＭＩ送信部
　１４　　　　　　制御部
　２０　　　　　　ディスプレイ装置
　２１　　　　　　ＨＤＭＩ受信部
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　２２　　　　　　音声切換部
　２３　　　　　　制御部
　２４　　　　　　ＰＲＯＭ
　２５　　　　　　映像処理部
　２６　　　　　　音声処理部
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【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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【図６】 【図７】

【図８】 【図９】
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